





























NSW 州、Bowraville の St Mary’s Primary School の事例研究を紹介してい
るが、その成功の原因としては以下の項目をあげている：
　　1）　 Muuurbay Aboriginal Language & Culture Cooperative と MRALC
（Many Rivers Aboriginal Language Centre）の後援による適切な
教育を受けた教師派遣などのプログラムの充実、




























という名前は、おそらく隣接する Ramindjeri 語と Ngarrindjeri 語で「人」を表


















隣接した部族としては、南部に Ramindjeri 部族と Ngarrindjeri 部族、ヨーク岬
（York Peninsula）の Narungga 部族、北部の Nukunu 部族、北東部の Ngadjuri
部族、アデレードヒルズ東部の Peramangk 部族などが存在する。
図1．Kaurna Yerta （Kaurna Country）
（Amery Rob. 2004. Kaurna Language Reclamation and the Formulaic Method. 
In Proceedings of Language is Life, 81-99. The 11th Annual Stabilizing Indigenous 























（Living Kaurna Cultural Centre）のアボリジニ女性の講師は、この何物も存
在しない世界からアボリジニの祖先が現れ、各地を旅し、動植物や砂漠など
の地形を作っていった創世記の話や聖霊、虹の蛇（the rainbow serpent）の





















と Clamor Wilhelm Schürmann が移住して来たが、彼らはそこに先住民の
学校を作り、ガーナの言語・文化の初歩的なことを記録した。Teichelmann
と Schürmann は、ガーナの土地所有権システムを認め、pangkarra とい
う語は、父から受け継いだ個人に所属する土地を示すものであるという記
述を残しているが、それ以外にも名前が個人の土地所有を表す例として、









また、後述のガーナ部族長老で、the David Unaipon College of Indigenous 
Education and Research, University of South Australia 特別研究員である、












来、Kintore Avenue にあったアボリジニ学校の子供たちも Port Lincoln の























者であり作家でもある Daisy Batesha が、最後の話者といわれている Ivarityi
（英語名 Amelia Taylor）をインタビューし、その後、10年間、研究者、報道
関係者の彼女への訪問が続いたのである。その結果なされた数多くの公表の





































は /i:/ と発音され、she の意味としても、it の意味としても使用される。さ
らに、kill は、hit と kill の両方の意味があり、例えば、“Sili baga i bin kilim 
36
dog.”の sili は、silly、baga は、swearword の bugger ではなく person、he
が語源の i は、文の主語が三人称の時（一人称：I、we、二人称：you の時を
除いて）に主語に並列して使用され、bin は、過去時制を表し、kil の接尾辞、
-im は、他動詞を表す。標準英語に訳してみると、“The silly fellow hit/killed 

























































ログラムは、Teichelman と Schürmann のスぺリングを採用していた。例
えば、肩甲骨を表す wiri と棍棒を表す wirri に同じ wirri を採用し、赤黄土の
karrku と常緑の高木、モクマオウを表す karku を区別せずに karko と表記し
た。歯間語と反転音の区別だけでなく短母音、長母音の区別もなかった。そ
の後、2010年に、ガーナ語の音声組織と並んで改訂スペリングシステムが採
用され、Kaurna Warra Pintyathi (KWP); Creating Kaurna Language 委員会に
よって是認された。そして、ガーナ語学習者用ガイドブックと Kulurdu Marni 




Amery 博士を議長とし、ガーナ語族の長老、Lewis Yerloburka O’Brien 博






表記や式典・行事でのガーナ語によるスピーチについて Taundi Aboriginal 







　この Buckskin 氏も2014年度までは、KWP に所属し、非常勤講師として
ガーナ語を教えていたが、経済的な理由（家族の扶養）から KPW を離れ、現
在は Tauondi Aboriginal College に文化指導員の常勤として勤務している。
また、この KWP と他のガーナ部族代表を主張する組織との関係については、
まず、1985年に設立された The Kaurna Heritage Committee が発展した The 
Kaurna Aboriginal Community and Heritage Association （KACHA Inc.）を
挙げる必要がある。その後、アボリジニ間の不和、派閥争い、内部統治問
題、州政府との行き詰まりから Kaurna Meyunna Inc. and Kaurna Elders が
設立されたが、KACHA Inc. は依然として主に Warriparinga とアデレード
市内南部の細区分代表として存在し続けた。その後、Kaurna Native Tittle
（ガーナ土地所有権）要求が組織化され、ガーナ部族全体の代表としての要







な返答も反対を表明する文書もないまま、KACHA Inc. と Kaurna Meyunna 




















ガーナ語非常勤教師の Jack Buckskin 氏が不安定な収入のために大学を去
り、Kaurna Warra Pintyathi （KWP）からも脱会し、アボリジニ文化指導者と






の Wirangu 語、Reclamation プログラムとしての Kaurna 語と Narungga 語、
Renewal プログラムとしての Ngarrindjeri 語、Revitalisation プログラムとし



























Adnyamathanha 語は、筆者が Port Adelaide の独立したアボリジニ教育組織
である Tauondi College（TAFE）で教えられているが、これは正式な単位に
はならない。現在、正式な成人への唯一の言語教育は、語学学校の夜間に開講









　そのようなコースを提供する TAFE の一つ、先述の Tauondi Aboriginal 














































Indigenous Languages Framework（AILF）元担当官、Wilson Greg 氏も指







年に公表されたアボリジニ語のアプリ、The Yugambeh App がある。South 
Stradbroke Island を含む Logan 川から Tweed 川との間のクイーンズランド






























教授、Barbara Theering 博士の The Dead Sea Scrolls についての研究から明
らかにされた知識人用にかかれた聖書と一般人用に書かれた聖書の pesher 
technique の効用を比較して、南オーストラリア州、アボリジニ文化施設、








アボリジニ教育に携わっている機関であり、Tauondi Aboriginal College の
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